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職
業
奉
仕
月
間 

・
米
山
月
間 

 
 

 

平
成
26
年
10
月
14
日
（
火
） 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

60
名 

 
 

出
席
計
算
数 47

名
中
38
名
出
席 

出
席
率
80
・
85
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０

％ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

鬼
頭 

茂
成 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
を
祝
し
て
。 

 
 

 
 

 

髙
木 
政
義 

台
風
一
過
、
清
々
し
い
４
Ｒ
Ｃ
合
同
例

会
を
祝
し
て
。 
 

 
 

大
原 

敏
正 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

吉
田 

隆
彦
・
吉
田 

明
夫 

岩
崎 

征
一
・
加
藤
巳
千
彦 

丹
下 

富
博
・
渡
辺 

観
永 

 

４
Ｒ
Ｃ
正
副
会
長
紹
介
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

白
石 

好
孝 

副
会
長 

山
口 

勝
弘 

（
ご
欠
席
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

長
谷
川
正
親 

副
会
長 

山
田
順
一
郎 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ  会 

長 

髙
木 

政
義 

副
会
長 

前
田 

隆
久 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

立
松 

 

賢 

副
会
長 

牧
野 

恒
久 

 

会
長
挨
拶 

 
 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ
会
長 

 
 

 
 

白
石 

好
孝
さ
ん 

本
日
は
10
月
14
日
、
名
古
屋
中
・

大
須
・
栄
・
名
古
屋
の
４
Ｒ
Ｃ
の
合
同

例
会
で
す
。
本
日
も
会
員
の
皆
様
に
は

多
数
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
恒
例
に

よ
り
借
越
な
が
ら
私
か
ら
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。 

本
日
は
合
同
例
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、

４
ク
ラ
ブ
で
共
有
で
き
る
話
題
を
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
い
話
が
中
心

と
な
り
、名
古
屋
Ｒ
Ｃ
の
50
年
史
と
75

年
史
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
を
ご
容

赦
下
さ
い
。 

  
          

ま
ず
、
こ
の
合
同
例
会
は
い
つ
か
ら

あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
昭

和
53
年
10
月
31
日
に
名
古
屋
中
Ｒ

Ｃ
と
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
と
で
合
同
例
会
が
開

催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

先
程
申
し
上
げ
た
年
史
に
は
こ
ん
な
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
第

２
７
６
０
地
区
で
最
も
古
い
54
歳
の
名

古
屋
Ｒ
Ｃ
」
と
「
若
さ
が
売
物
の
名
古

屋
中
Ｒ
Ｃ
」
が
合
同
例
会
を
開
い
た
と

い
う
も
の
で
す
。 

平
成
元
年
８
月
に
は
、
名
古
屋
・
中
・

大
須
の
３
ク
ラ
ブ
の
合
同
例
会
へ
と
発

展
し
、
翌
年
の
平
成
２
年
に
発
足
し
た

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
が
加
わ
っ
て
、
そ
の
年

の
５
月
に
４
ク
ラ
ブ
の
合
同
例
会
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ

の
４
ク
ラ
ブ
合
同
例
会
は
今
年
で
24
回

目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

第
１
回
合
同
例
会
の
時
の
記
事
に
は

「
４
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
５
４
０
名
に

よ
り
、
多
彩
で
新
鮮
な
空
気
が
溢
れ
る

会
と
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
今
年
の

７
月
１
日
現
在
の
４
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

は
４
５
１
名
で
す
。
御
多
分
に
漏
れ
ず

会
員
数
の
減
少
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日

の
合
同
例
会
も
初
回
の
よ
う
に
活
発
な

交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

さ
て
、
続
き
ま
し
て
こ
の
地
区
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
拡
大
に
関
係
す
る

こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
案
内
の
よ
う
に
、
当
地
区
の

ク
ラ
ブ
は
大
正
13
年
12
月
に
名
古
屋

Ｒ
Ｃ
が
25
名
で
発
足
し
、
今
日
で
は
第 

２
７
６
０

地
区
で
84

ク
ラ
ブ
、４
，

８
３
０
名 

余
へ
と
拡

大
し
て
い

ま
す
。な
お
、

東
・
西
名
古

屋
分
区
で

は
25
ク
ラ

ブ
１
，
７
０ 

０
名
弱
で

す
。
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
東
海
３
県

で
は
、
昭
和
10
年
６
月
に
日
本
で
25

番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
岐
阜
Ｒ
Ｃ
、
昭

和
11
年
１
月
に
日
本
で
29
番
目
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
四
日
市
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
す
る

ま
で
、
ま
た
、
愛
知
県
で
は
昭
和
24
年

12
月
に
一
宮
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
す
る
ま
で
名

古
屋
Ｒ
Ｃ
た
だ
１
つ
で
し
た
。 

そ
れ
故
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
大
原
則

の
１
つ
の
例
会
へ
の
「
出
席
」、
メ
ー
ク

ア
ッ
プ
は
ひ
と
苦
労
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
特
に
、
岐
阜
・
四
日
市
ク
ラ
ブ
が

誕
生
す
る
ま
で
は
一
番
近
い
ク
ラ
ブ
が

京
都
と
あ
っ
て
は
、
所
用
を
兼
ね
る
以

外
わ
ざ
わ
ざ
出
掛
け
る
こ
と
は
事
実
上

不
可
能
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
出
席
率
に

影
響
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
名
古

屋
Ｒ
Ｃ
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
昭
和
９

年
８
月
は
会
員
67
名
で
、
出
席
率
は 

82.4
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
メ
ー 

ク
ア
ッ
プ
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
当
時

と
し
て
は
立
派
な
成
績
だ
っ
た
と
言
え 
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ま
す
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
全
国
で
出
席

率
競
争
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
昭

和
８
年
度
は
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
が
全
国
１
位
、

翌
９
年
度
の
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
は
出
席
率 

85.6
％
で
２
位
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残 

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
１
位
は
京
都 

Ｒ
Ｃ
の
86.8
％
、
３
位
は
大
阪
で
83.4
％ 

で
し
た
。  

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
経
て
今
日
の
私

達
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
例
会
へ 

の
出
席
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
本
で
す
。

例
会
は
、
出
席
し
て
「
楽
し
く
」「
活
き

活
き
」
と
し
た
「
思
い
や
り
」
の
あ
る

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
第
２
７
６
０

地
区
の
近
藤
雄
亮
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
は

「
集
ま
ろ
う
・
語
ろ
う
・
楽
し
も
う
」

で
す
。
こ
の
合
同
例
会
は
ま
さ
に
４
ロ

ー
タ
リ
ー
の
会
員
の
親
睦
を
深
め
、
情

報
交
換
を
す
る
場
で
す
。 

               

ど
う
ぞ
、
本
日
の
こ
の
会
を
有
意
義

に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
以
上
で
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

幹
事
報
告
並
び
に
出
席
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 

幹
事 

小
嶋
純
二
郎 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

荒
川 

雅
義 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

大
原 

敏
正 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

山
田 

慎
也 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
報
告
（
敬
称
略
） 

名
古
屋
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

瀧 
 

昌
之 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

服
部 

浩
明 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
渡
辺 

観
永 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
三
浦 

幸
治 

  

乾 

杯 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
長 

 
 

髙
木 

政
義 

 

今
年
度
の
地
区
方
針
は
「
集
ま
ろ

う
・
語
ろ
う
・
楽
し
も
う
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
変
簡
潔
明
瞭
で
、
私
も
こ

の
方
針
は
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

本
日
の
４
Ｒ
Ｃ
の
合
同
例
会
は
、
こ

の
テ
ー
マ
に
非
常
に
合
致
し
て
お
り
、

大
い
に
語
り
、
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 そ

れ
で
は
こ
こ
で 

皆
さ
ん
と
杯
を
交
わ 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

４
Ｒ
Ｃ
の
益
々
の
ご 

発
展
と
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
大
勢
の

方
々
の
健
康
を
願
い─

─
─

乾
杯
！ 

  

懇 

親 

会 

例
会
に 

引
き
続
き
、 

恒
例
の
懇 

親
会
が
開 

催
さ
れ
ま 

し
た
。 

立
食
形 

式
で
歓
談 

の
ひ
と
時 

を
過
ご
し
、 

４
Ｒ
Ｃ
が 

親
睦
の
輪 

を
広
げ
ま 

し
た
。 

 

10
月
30
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

米
山
卓
話
「
ト
ル
コ
へ
旅
」 

米
山
奨
学
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
フ
ト
ゥ
チ
・
ウ
ッ
ム
ハ
ン  

 

11
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ガ
バ
ナ
ー
ｌ
公
式
訪
問 

（
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
単
独
） 

＊
会
長
幹
事
懇
談
会 

（
会
長
・
副
会
長
・
会
長
エ
レ
ク
ト 

 

・
幹
事
・
副
幹
事
） 

 
 

 

11
時
30
分
～
12
時
10
分 

  

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。                                    
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名古屋大須、地区、そして日本のロータリーの皆さま、事務所の皆さま 
 
皆さま、お元気ですか？お久しぶりです！ 

嬉しいご報告です！（あ、フェローではありませんよ。まだ結果は来ていません。） とりあえずは 2 か月の契約で

またまたモーリタニアで働くことができそうです！！！ もちろん、今度は日本大使館ではありませんが、 I O M

（International Organization for Migration）国際移住機関です。 

2 か月働いて、また予算が得られて仕事も問題なくやれそうであればもう少し延長してもらえるそうで、アメリカに

留学するまでの何か月か、モーリタニアで働くことができそうです！しかも、国際機関で働くことのできる、とてもい

い機会・経験になると思います！！ 

元々は西アフリカのどこかと言われていたのですが（今、エボラのこともあって西アフリカ、人手をたくさん必要

としているみたいですからね）、モーリタニアの首都、ヌアクショットに決定した模様です！これから契約書が送ら

れてきて、準備が始まるのでいつから赴任になるのか分かりませんが、また決定したらお伝えいたしますね。 
 
ちなみに、モーリタニアの I O M には元アフガニスタンで働いていた日本人がいらっしゃって、タイへ留学してい

る加藤さんも顔見知りだったようですよ。この I O M の彼女は、襲撃を受けた時に自宅も被害を被り、同僚も亡くな

ったりして優先的に別の事務所に移ることができたようです。 
 
今のところ、何もなければ 11 月 1 日から 3 日のＷＦＦ (ワールド・フード+ふれ愛フェスタ)にはお伺いしたいと 

思っておりますのでよろしくお願いいたします。 またモーリタニアへの日程が決まりましたらご連絡いたします。 

いつもありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願いいたします。 

        澤屋 奈津子 


